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2024年度事務担当校

3月 【3 月 7 日 ( 木 )】２０２４年度事業計画説明会開催
大学コンソーシアムえひめインターンシップ部会の事業計画説明（企業・団体向け）

4月

【上旬】受入依頼状等を企業・団体に発送
インターンシップ研修生受け入れの可否及び
インターンシップ受入プログラム合同説明会参加の有無について照会

【4 月 22 日 ( 月 )】受入可否・合同説明会参加可否回答締め切り
上記案内書類（アンケート等）の回答締め切り

5月 【5 月 25 日 ( 土 )】合同説明会開催（オンライン）

6月〜7月
【6 月下旬】各大学から企業・団体へインターンシップ研修申込書発送

【6 月下旬～ 7 月上旬】企業・団体の学生面接
学生の研修希望先での面接

8月〜9月 インターンシップ研修

9月〜10月 【上旬】研修先企業・団体に研修受入後のアンケート送付

11月〜12月 拡大懇談会開催
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各大学からのごあいさつと実施報告

部会長あいさつ
２０２３年度のインターンシップ研修実施のお礼および
来年度以降の取組へのご協力のお願い
　地域の企業・団体のみなさまにおかれましては、平素より大学コンソーシアムえひめインターンシップ部会の活動に、多大なるご支援を賜りまして、誠にありが
とうございます。
　さて、昨年５月に新型コロナウイルス感染症が５類感染症に移行となり、不安が完全に払拭されたわけではないものの大学における教育学習活動も通常を取
り戻しました。そうした 2023 年度は、113 事業所の企業・団体さまに、愛媛大学・松山大学・松山東雲女子大学・松山東雲短期大学・聖カタリナ大学から
498 名の学生を受け入れていただき、無事にインターンシップ研修を終えることができました。
　学生を受け入れてくださった企業・団体さまには、学生へのあたたかいご指導をいただきましたこと、重ねてお礼申し上げます。おかげさまで、アンケート結果
からは、多くの学生が満足し成長の実感を得たこと、受け入れてくださった企業・団体さまにも、概ねご満足いただけたことが伝わってまいりました。いただきま
したご意見やご提案は、大学関係者で真摯に受け止め、改善に努めていく所存です。
　研修を受け入れてくださった企業・団体さまもお招きし、11月には拡大懇談会を開催いたしました。第一部では、一般社団法人 日本経済団体連合会 SDGｓ
本部 主幹 後藤珠美様に「質の高いインターンシップを核とした学生のキャリア形成支援活動の推進‐Society5.0 人材の育成に向けた産学協働の取組み—」と
題して、2022 年６月にインターンシップに関する三省合意（文部科学省・厚生労働省・経済産業省）が改正されたことの背景・主旨などをご講演いただきました。
また、第二部は、「インターンシップ研修の質的向上をめざして」というテーマで参加者間で活発な意見交換が行われ、新インターンシップを通して大学と企業、
地方自治体等が、これまで以上に連携・協働し学生の自律的なキャリア形成を支援していくことが重要であることを再認識することができました。今回の学びを
今後の活動に活かしていきたいと存じます。
　コンソーシアムえひめインターンシップ部会では、次年度以降も企業・団体さま、学生側双方にとって有意義なインターンシップ研修となるよう、さらなる質の
向上に努めてまいりたいと存じます。引き続き、ご支援とご協力のほど、よろしくお願い申し上げます。

学生アンケート集計結果から
４法人５大学それぞれでアンケート集計を行い、結果をまとめました。

（有効回答数 232 人 / 全体の参加学生 498 人＝有効回答率 46.6％）
※ 232 人の内訳＝愛媛大学 114 人、松山大学 76 人、松山東雲女子大学 7人、松山東雲短期大学 13 人、聖カタリナ大学 22 人

大学コンソーシアムえひめインターンシップ部会
２０２３年度部会長　桐木陽子

松山東雲短期大学　教授

大学コンソーシアムえひめインターンシップのあゆみ
参加学生数および事業所数

年度 受入表明
事業所数

学生派遣
事業所数 愛媛大学 松山大学 松山東雲

女子大学
松山東雲
短期大学

聖カタリナ
大学 参加学生計

2023 年 113 82 239 人 204 人 7 人 13 人 35 人 498 人

愛媛大学
　愛媛大学では、学生がインターンシップに参加する目的や、職業体験を通じ
て何を身に着けたいかを十分考える時間を設けられるよう、事前指導の改善を
図りました。インターンシップは、重要な教育の一環として位置付けられ、教
職員が連携して学生支援を行っています。
　本年度は、239 名の学生を 62 事業所の企業・団体様に受け入れていただ
きました。今後も、企業・団体様と協働してインターンシップが実施できるよう、
尽力してまいります。引き続き、よろしくお願い申し上げます。

松山東雲女子大学・松山東雲短期大学
　本学では、全学を挙げてインターンシップ研修に取り組み、事前・事後指導
の拡充に努めております。10 月の研修報告会、及び 11月の拡大懇談会では、
インターンシップ研修の実施について、受入企業・団体の皆様が様々な新しい
取り組みに挑戦されている事例や課題について共有することができ、大変参
考になりました。今後も主体的に考え行動できる学生の育成に変わらぬご支援、
ご協力をお願いいたします。

松山大学
　本学のインターンシップ教育は、1995 年に学生自身で研究先を開拓したと
に端を発し、2002 年からは文系学部すべてで実施されるプログラムとなり今
に至っております。夏の研修をより良い学びとするため、事前講義および事後
講義を実施しており、学生から好評を得ております。
　事業所様におかれましては、お忙しい中、本年度も学生を受け入れ教育を
頂き、心より感謝いたしております。今後とも変わらぬご支援をいただけました

ら幸いです。

聖カタリナ大学
　聖カタリナ大学は 2013 年度から参加いたしております。前期に就職課によ
る種々のプログラム、学科教員による授業で事前指導を行い、後期に研修報告
会を開催し、小規模校の強みを活かして全員にフィードバックを行っております。
　2023 年度の参加人数は 35 名（人間社会学科 35 名）、受入事業所数は
22 でした。事業所様のご厚意・ご尽力と、学生の努力で、全員が研修を無事
終えることができました。心より御礼申し上げます。

2003年
『愛媛県内4大学間
インターンシップ
連絡協議会』 設立

2009年
『大学コンソーシアム
えひめインターン

シップ部会』 へと移行

2013年
聖カタリナ大学も加え
愛媛県内5大学として
発展的に事業を展開

2018年
オンライン
申込サイト
整備

2020年
コロナ禍で
愛媛大学のみ
研修参加

　　　　2021年
・BCP策定
・新オンライン申込サイト整備
・オンライン合説実施

2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

参加学生数

受入表明
事業所数

学生派遣
事業所数

2022 2023
0

100

200

300

400

500

600

700

学
生
数（
人
）

0

20

40

60

80

100

120

140

事
業
所
数

年 度（年）

対面での実施
95.3%

対面とオンライン
での実施 2.2%

その他
0.4%

オンラインでの実施
2.2%

参加したインターンシップ研修は
どのような形態でしたか

参加したインターンシップ研修の内容には
どのようなものが含まれていましたか

1. 経営者の話を聴く機会

■■あった　■■なかった　■■不明

2. 社員の方の話を聴く機会

3. 実際の業務を体験する機会

4. グループワークを行う機会

5. 自分の取り組みに対して意見やアドバイスをもらう機会

6. 自分の強みや課題について考える機会

7. 業界や職種について理解する機会

8. 地域の課題について考える機会
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96%
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研修に行った企業は
第一希望でしたか
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いいえ
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その他
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覚えていない
1.3%

研修に行った企業について
合同説明会でプレゼンを聞きましたか

名称・内容について
知っている
41.4%

名称・内容ともに
知らない
41.4%

名称は知っているが
内容は知らない

17.2%

「学生のキャリア形成支援に係る産学
協働の取組の4つの類型」について
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インターンシップ研修 参加学生の声

3/9
木

5/27
土

11/20
月

8月〜
9月

4月
［上旬］

・�インターンシップ受入プログラム
合同説明会の参加の有無

・�研修プログラム内容のシステム
入力ご案内送付

4月
［中旬］

プログラム内容
システム入力の
締め切り

6月
［下旬］

学生の研修申込書
を大学から研修希
望先へ送付

7月
［上旬］

研修希望先での面接

10月
［下旬］

インターンシップ研修生
受入企業へのアンケート

（回収数 47／配布数 82）

インターンシップ研修
（合計 498 名が対面で研
修を受ける）

事業計画説明会  オンライン 

・本事業の方針やプログラムを説明。
・�大学コンソーシアムえひめの 5 大学が

実施するインターンシップへの理解を深
めました。（受入をご検討の100 事業所・
団体様のご参加）

愛媛大学
理学部理学科物理学コース　3 年　谷口 あゆみ
  研修先   株式会社タケチ

　私は、製造業界について詳しく知りたかったの
と、磁石について興味があったので研修先に株式
会社タケチを選びました。研修では、座学でプラ
スチックマグネットの成形の仕方や性質、内部の
磁力構造、着磁や脱磁について学び、実習では、
座学で学んだ磁石の性質をもとに、実際に着磁
強度の飽和曲線や表面の磁力分布を測定しました。
これら座学・実習を通して、私はお客様ありきの考
え方を学びました。大学の実験では意識しなかっ
た、コストの概念や、製品に求められるクオリティ、
絶対厳守の締め切りがあり、中途半端な出来や、

「やっぱりできませんでした」は通用しない、当た
り前ですが厳しい世界であると実感しました。加え
て、日常で何気なく使っている磁石の製法やその
製品を知ると、自分の知らないところで磁石が活
躍していたり、冷蔵庫に張り付けている磁石やホ
ワイトボードに張り付けてある磁石も、その背景を
想像するといつもより磁石を使うのが楽しく感じた
りしました。また、自分が生活するうえで使用する
すべての人工物に人の知恵と人の手が加わっている
ことを意識するようになって、他の製品の背景も知
りたくなったうえ、そのありがたみも増しました。

松山大学
人文学部社会学科　2 年　松井 優斗
  研修先   まつやま NPO サポートセンター

　私がインターンシップ研修に参加した目的は主に 2 つありました。一
つ目は自身の意見を論理的に考えられるようになること、二つ目は自ら
発言ができるようになることです。
研修は 2 週間あり、まつやま NPO サポートセンター様での業務体験
の他に、他のインターンシップ生とのグループワーク、セミナーの準備
などをさせていただきました。また、NPO 団体様の現場での業務体験
や今までの研修を通して学んだことについて発表する報告会も行いまし
た。研修では自ら行動を行わなければならない場面が多々あったため、
必要に応じて質問することや分からないことをはっきり伝えることの大
切さを学ぶことができました。また、社会課題の提案やその解決方法
の発表など考えを発表する機会がありましたが、大規模な解決策を提
案するには多くの知識が必要だということを学ぶことができました。
　今回の研修では目的としていたことがなぜできていないのか、それ
を達成するには何が必要なのかと考える機会になったと思います。また、
さまざまな活動をする中で、自身の行動に自信が持てるようになったと
感じ、色々なことに挑戦し
てみることの大切さを感じ
ました。今回の研修を今後
の就職活動等に活かしてい
きたいと思います。

松山東雲女子大学
人文科学部　心理子ども学科　心理福祉専攻　2 年　芳野 愛依
  研修先   社会福祉法人 松山紅梅会 梅本の里

　私がインターンシップ研修 に参加した目的は、主に３つありました。
１つ目は、社会人としての礼儀 であるマナーや振る舞いを身に付ける
ことです。２つ目は、インター ンシップ研修の事前準備の中で自己分
析を行い、自分の強みや弱み を理解することです。そして、３つ目は、
地元にある企業理解を深める ことで、地元の魅力を改めて理解するこ
とです。
　インターンシップ研修先とし て、梅本の里様を選択した理由は、5
日間の研修の中で、デイサー ビスセンターやグループホームなど５つ
の部署での研修をしていただ けることに魅力を感じたからです。梅本
の里様は、地元の方々の声か ら生まれた福祉施設ということで、研
修中は、地域とのつながりを 大切にした取組みやスタッフ間での円滑
な情報共有の方法、利用者様 一人一人に寄り添った支援について学ば
せていただきました。
　私はこの研修を通して、社 会人としてのマナーや振る舞いといった
今の自分に足りていないこと を知り、学ぶことができました。また、
今回の研修は、研修先の企業
理念や地元企業の理解を深め
る機会にもなりました。この
経験を活かして、社会に貢献
することができるような人にな
れるよう、これからも努力を
積み重ねていきたいと思いま
す。

松山東雲短期大学
現代ビジネス学科　1 年　髙橋 美桜
  研修先   生活協同組合コープえひめ

　私がインターンシップに参加した目的は、現場
での就業体験や、実際に働かれている職員の方
とのコミュニケーションを通じて、お客様への応
対方法や、社会人としての正しい言葉遣いや行動
を習得することでした。私が参加させていただい
た、生活協同組合コープえひめ様では、実際の
就業体験を通じて、働くことの大変さや責任を感
じる機会となりましたが、それ以上に組合員様
に感謝され、必要とされることを実感し、それ
が働く活力になるのだと感じました。具体的には、
共同宅配を体験し、職員の方から積極的に組合
員様に話しかけられている姿が印象的で、自分
から動く姿勢を学びました。また、それぞれの
組合員様のお困りごとに対し、組合員様の立場
に立って考えるという「相手を想って仕事をする」
ことの大切さに気付きました。
　私は今回の経験を通して、社会人として自分の
仕事に対して誇りと責任を持つことが求められる
と感じました。そして、笑顔と挨拶を徹底し、相
手に寄り添った対応を考えて行動できるような社
会人に、一歩でも近づけるようになりたいと強く
感じました。お忙しい中、丁寧にご指導いただい
た職員の皆様には心から感謝いたしております。

聖カタリナ大学
人間健康福祉学部　人間社会学科　3 年　武村 晃利
  研修先   八幡浜市役所

　私は将来自分がやりたいことを思い描いた時に、人と近い距
離で関わりつつ地域に貢献できる仕事＝市役所職員に就きたい
と考えていました。そこで、市役所でのインターンシップを通し、
地域の方 と々の関わりはもちろんのこと、職場で一緒に働く職員
の方 と々のやりとりなどを肌で感じ、自分自身の得意・不得意を
認識し、自分に何ができるのか、逆に何が足りないのかを身をもっ
て体験したいと思い、今回の研修に参加することにしました。
　そこで分かったことは、公務員の仕事というのはコミュニケー
ション能力がとても大事だということです。今回、5 日間で 5 つ
の課での仕事を経験させていただきましたが、市役所での仕事
はとにかく市民の方々と接する機会が多く、また市役所の職員
内でも協調性がとても求められると強く実感しました。今回の
研修は、実際に体験してみないと分からない空気感に触れるこ
とができたり、今までの先入観や思い込みを覆されたりするな
ど、就職に求めるものが一気に変わるとても貴重な機会となり
ました。そして自分の
長けている部分や足り
ない部分など多くの発
見がありました。今後、
この研修の経験を活か
して就職活動に取り組
みたいと思います。

合同説明会  オンライン 

・�コンソーシアムえひめの 5 大学に在学中の研修希望学生が参加。
　※�合同説明会後の一次エントリー学生数は 535 名。
・�各企業・事業所の説明や研修プログラム内容を聞き、学生は研修先を選びます。
・�予めご案内した時間枠にてご説明いただき、学生は各自ログインする形式でした。

拡大懇談会
① 5 大学の今年度の研修状況を総括して、幹事校より２０２３年度の事業報告。
②インターンシップ・プログラムの共有・意見交換会
　　　一般社団法人　日本経済団体連合会　SDGs 本部
　　　主幹　後藤　珠美　氏による　オンライン講演会
　　　「質の高いインターンシップを核とした学生のキャリア形成支援活動の推進

－ Society5.0 人材の育成に向けた産学協働の取組み－」

　　　グループワーク・発表
　　　（今年度受入表明の16 事業所・団体様のご参加）

【参加者による意見の一部】
・インターンシップに関する国等の方針について、知ることができたので、とても良かった。
・大学、企業の意見だけでなく、学生がどう考えているかの意見の吸い上げが必要と感じた。

第
一
部

第
二
部

２０２３年度 インターンシップ研修報告
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研修生受け入れ企業担当者 アンケート集計結果から

　本事業および運営を改善する

ため、2023 年度に学生を受け

入れてくださった 82 事業所に

アンケートを行い、47 事業所

からご回答いただきました（有

効回答率 57.3％）。

受入企業・団体一覧 （順不同）

1 月心グループ　株式会社公益社

2 株式会社西条産業情報支援センター

3 DCM 株式会社

4 MOVE Q 株式会社

5 NPO 法人いよココロザシ大学

6 NPO 法人西条まちづくり応援団

7 あけはまシーサイドサンパーク株式会社

8 まつやま NPO サポートセンター

9 シブヤ精機株式会社

10 セキ株式会社

11 セーラー広告株式会社　愛媛本社

12 トヨタカローラ愛媛株式会社

13 トヨタＬ＆Ｆ西四国株式会社

14 ネッツトヨタ南国株式会社

15 一宮運輸株式会社

16 一般社団法人えひめ若年人材育成推進機構（ジョブカフェ愛ｗｏｒｋ）

17 不二精機株式会社　松山工場

18 今治市役所　人事課

19 伊予市役所

20 伊予鉄総合企画株式会社

21 八幡浜市役所

22 公益財団法人えひめ西条つながり基金

23 医療法人きらり

24 協和紙工株式会社

25 四国中央市役所　人事課

26 四国通建株式会社

27 国立大学法人愛媛大学

28 国立大洲青少年交流の家

29 学校法人松山大学

30 学校法人松山東雲学園

31 宇和島ケーブルテレビ株式会社

32 宇和島市役所

33 愛媛トヨタ自動車株式会社

34 愛媛トヨペット株式会社

35 愛媛労働局

36 愛媛県

37 愛媛県立とべ動物園

38 愛媛県警察本部

39 新居浜市役所　人事課

40 星企画株式会社

41 有限会社ラポール

42 松山市役所

43 松山総合開発株式会社 ANA クラウンプラザホテル松山

44 松山赤十字病院

45 株式会社フェローシステム

46 株式会社フジファミリーフーズ

47 株式会社フジ（フジ・リテイリング）

48 株式会社マミーズファミリー

49 株式会社伊予鉄髙島屋

50 株式会社宮嶋組

51 株式会社愛媛 FC

52 株式会社昆布森

53 株式会社ありがとうサービス

54 株式会社ゆうぼく

55 株式会社エフエム愛媛

56 株式会社オートクチュール

57 株式会社スイッチカンパニー

58 株式会社セブンスター

59 株式会社タケチ

60 株式会社ハート

61 株式会社ビオトープ

62 株式会社ファインデックス

63 株式会社ホテル八千代

64 株式会社ホテル椿館

65 株式会社マルブン

66 株式会社ヨシケンコーポレーション

67 株式会社三好鉄工所

68 株式会社大屋 ( ドラッグストア mac)

69 株式会社日本エイジェント ( お部屋さがし物語 )

70 濵田農園

71 特定非営利活動法人ワークライフ・コラボ

72 特定非営利活動法人えひめグローバルネットワーク

73 特定非営利活動法人ぶうしすてむ

74 特定非営利活動法人家族支援フォーラム　夢ポケット

75 生活協同組合コープえひめ

76 田中商事株式会社 ( スペース田中 )

77 社会医療法人石川記念会 HITO 病院

78 社会福祉法人松山紅梅会　梅本の里

79 聖カタリナ大学

80 自衛隊愛媛地方協力本部

81 西条市役所

82 株式会社ジョイ・アート（坊っちゃん劇場）

25
単位：事業所数

20

15

10

5

全
く
あ
て

は
ま
ら
な
い

あ
ま
り
あ
て

は
ま
ら
な
い

ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い

多
少

あ
て
は
ま
る

非
常
に

あ
て
は
ま
る

インターンシップ研修を通して
学生の就業意識が向上した

25
単位：事業所数

20

15

10

5

全
く
あ
て

は
ま
ら
な
い

あ
ま
り
あ
て

は
ま
ら
な
い

ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い

多
少

あ
て
は
ま
る

非
常
に

あ
て
は
ま
る

指導にあたった
社員が成長した

25
単位：事業所数

20

15

10

5

全
く
あ
て

は
ま
ら
な
い

あ
ま
り
あ
て

は
ま
ら
な
い

ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い

多
少

あ
て
は
ま
る

非
常
に

あ
て
は
ま
る

大学や学生に
自社の認知度を高められた

25
単位：事業所数

20

15

10

5

全
く
あ
て

は
ま
ら
な
い

あ
ま
り
あ
て

は
ま
ら
な
い

ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い

多
少

あ
て
は
ま
る

非
常
に

あ
て
は
ま
る

インターンシップ研修生を受け入れたことで
職場が活性化した

25
単位：事業所数

20

15

10

5

全
く
あ
て

は
ま
ら
な
い

あ
ま
り
あ
て

は
ま
ら
な
い

ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い

多
少

あ
て
は
ま
る

非
常
に

あ
て
は
ま
る

5大学との交流が深化した

25
単位：事業所数

20

15

10

5

全
く
あ
て

は
ま
ら
な
い

あ
ま
り
あ
て

は
ま
ら
な
い

ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い

多
少

あ
て
は
ま
る

非
常
に

あ
て
は
ま
る

学生の意見や提案が
職場や仕事の改善につながった

25

20

15

10

5

全
く
あ
て

は
ま
ら
な
い

あ
ま
り
あ
て

は
ま
ら
な
い

ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い

多
少

あ
て
は
ま
る

非
常
に

あ
て
は
ま
る

単位：事業所数

インターンシップ研修生の受け入れは
繁忙期の人員確保の役割を果たしている
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